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び二次評価の親子間比較には、対応のない t 検定を用いた（SPSS Ver.19）。親の一次評
価あるいは二次評価が、(1)子供に対する口腔保健行動、(2)親子間の対話あるいは(3)そ
の他の要因のうちどの経路を通して子どもに影響を与えているかは、共分散構造分析を















いて適合度の高い結果が得られた（χ2 = 51.519 [df = 42, p = 0.149], CFI = 0.974, 
GFI = 0.969, AGFI = 0.951, RMSEA = 0.028）。その結果、親の二次評価は、家庭内の対



































































者に問題解決型訓練アプローチを行う介入研究(Schwartz, et al. The Impact of a Brief 
Problem-Solving Training Intervention for Relatives of Recently Diagnosed Breast 
Cancer Patients. Ann Behav Med 1998; 20:7-12.) や、生活習慣病の患者にストレスマ
ネジメントトレーニングを行うような研究(Linden W, et al. Individualized stress 




A2： 長洲町は人口 15,000 人程度の町で、漁業や工業、農業が中心の地域である。玉東町
は人口 5,000 人程度の小さな町で、農業が盛んな地域である。 
 













健にどのように影響するかを検討した報告がある(Nelson S, et al. Early maternal 













































本論文は、小学校 5，6 年生 377 名とその親を対象に質問紙調査を用いて親の口腔保健に
対する考え方がどのような経路を通して子供に影響を与えているのか、ストレスとコーピ
ングに関するトランスアクショナルモデルを用いて検討した論文である。この研究で家庭
内での対話の重要性が明らかになった。今後の保健指導に有用な情報を与えうる、新規性、
独創性、発展性のある内容であり、学位論文に値すると評価された。 
 
 
 
 
 
 
 
